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著者 の一人は前報(岡 本,1972a,b,c)に おいて,

雄鶏を去勢 または甲状腺除去を した場合の内分泌腺 を

主とした体内諸器官への影響について,器 官重量 の変

動を拠 りどころ として,各 器官のその際の機能 に関 し

若干の推論を行 なつた.こ こではこれらの推論を確か

め るために,雄 鶏を去勢お よび甲状腺除去 して,そ れ

ぞれの場合に各内分泌腺 その他の器官に起 こる一連 の

変動を,主 として組織学的 な面か ら総 合的に追究 する

こととした.

去勢 または甲状腺除 去(以 下甲除 と略す)を 鶏 に行

なつて,そ れぞれの内分泌腺への単独 の影響を組織学

的に研究 した報告は多い.雄 鶏を去勢 した場合の下垂

体腺葉への影響 については,Payne(1942,1944,

1947),見 上(1955,1969),松 尾(1954),Mikami

(1958),椎 野(1959)そ の他 が 多 くの組織細胞学 的

な報告を して いる.ま た 甲状腺への 影響 については

Mikarni(1958)そ の他が触れてい る.し か し鶏の副

腎 に対す る影響 についての報告 はほ とんどない.

鶏の甲除 の場合,下垂体 腺葉への影響にはBrayant

(1930),Payne(1944),見 上(1955),椎 野(1959)

その他多 くの報告があ り,精 巣への影響 については,

哺乳類に関 してLeonardら(1936),Spielmanら

(1945),Brodyら(1942),佐 伯 ら(1952)そ の他 が

報告 しているが,組 織学的検討は少な く,と くに鶏 に

関 した ものは見当 らない.ま た副腎について も鶏での

ものはないようである.そ の他去勢,甲 除の場合の肝

臓,脾 臓へ の影響 を鶏 で組織学的に検討 した報告 もま

た見 当 らない、 これ らの報告 はそれぞれ個 々の器宮 の

組織学 的な検討には詳 しいけれども,同一 個体 の各器

官の変動を同時に相関速 させては検討 していないもの

が大部分で ある,

1.試 験 材 料 お よ び 方 法

1.1供 試鶏,試 験期間お よび試験区分

供試鶏 は白色 レグホーン種雄鶏を用 いた。試験期間

は63日 齢か ら127日 間であ る.試 験区分は前報(岡

本,1972a)と 同 じく生後63日 齢時 に各区の平均体

重がほぼ同 じにな るよ う区分け し試験を開始 した.区

の種類は対照区(I区),去 勢区(II区),甲 除区(III

区)お よび去勢甲除区(去 甲区,IV区)で あ る.各 区

羽数はI区5羽,E区5羽,III区8羽,IV区7羽,計

25羽 であつた.

1.2除 去手術

精巣除去手術は63～66日 齢で前報(岡 本,1972a)

と同様に行 なつた.甲 除手術の術式 は前 回と同 じであ

るが,腺 体の除去だけはバ イポー ラー電気 メス(瑞 穂

医科電機KK)に より焼却除去を した.手 術 日齢 屠

殺 日数および 手術後屠殺までの日数を 一括表示 す れ

ば,Tabe11e1の とお りで ある.



Tabelle 1. Tagesalter bei Operation  and 
Schlacht.

* Tage nach Schilddrusenektomie . Datum 
  der Schlacht : 11-12, Dezember, 1972

1.3飼 養 その他

飼養は全 期間を通 じ予め準備 した同一配合飼料 を用

いて 自由採食 と し,単 飼ケージに入れ,飼 水 も自由摂

取 とした.

1.4屠 殺解体お よび組織標本の作製

屠殺 日齢その他 はTabelle1に 示 した,屠 殺 前1

日間絶食 させ,屠 殺直前に体重測定を行 ない,こ れを

屠殺時体重 とした.断 頭屠殺放血後直 ちに 下垂体腺

葉,甲 状腺,精 巣,副 腎,肝 臓,脾 臓,鶏 冠および腹

脂肪を採取 して秤量 し,目 的とす る組織はそれぞれの

固定液に投入 した.

下垂体腺葉 は昇汞 ホルマ リン液固定,パ ラフ ィン包

埋,切 片厚は3～4μ,染 色はSeveringhausのtetra-

chrome染 色の変法(松 尾,1954)に よつた.

甲状腺,精 巣,副 腎,肝 臓 および脾臓組織は,10%

ホルマ リン液固定,パ ラフィン包埋,切 片厚 は4μ,

HE染 色を行 なつた.な お 肝臓 に ついてはこのほか

に,脂 質量を比較 す るためsudan-black染 色(切片

厚20μ)と,グ リコーゲ ン含量をみ るため,別 にほぼ

同一部位の2枚 の 組織標本 を作 り,1枚 はそのまま

で,他 の1枚 は唾液による消化後同 じようにPAS染

色 を行ない,無 消化 切片における染色物質が グ リコー

ゲンであ ることを確かめた上,相 互に比較 した.こ の

ほか ソックス レー法によ る肝臓脂肪定量 も併せ行なつ

た,

副腎について は通常の組織観察のほか,1個 体につ

き多 くの 切片 中か ら無作 為に3ヵ 所を とり,40倍 の弱

拡大で写真に撮 り,こ の視野全域をキ ャビネ大 に引伸

したものに トレーシングペーパーを 重ねて,間 腎細胞

群(皮 質に相当),上 腎細胞群(髄 質に 相当)お よび

血管を写 しとつた.こ れを竃子複写機で複写 した もの

につ きそれぞれ上の3区 分を鋏で 切分け,各 部 の総面

積を 自動面 積計(林 電工KK,AAM-5型)を 用いて

測定 した.

2.測 定 お よ び 観 察 結 果

試験期間中の斃死 はなかつた.し か し屠殺解体後除

去器官の残 存再生 した個体については,そ れ らを鏡検

の上,前 回同様 すべて結果か ら除外 した.

2.1組 織重量の変動

手術完全な もののみを集め,棄 却検定(α0.05)

を行 なつて整理 し,屠 殺時体重および各器官屯量 の平

均値 と屠殺時体重 に対す る体 重比指数の平均値 のみを

一括 表示すれば,Tabelle2お よびTabelle3の と

お りで ある.

Tabelle 2. Durchschnittliches  Korperendegewicht and durchschnittliches Gewicht 
der einigen Organen, des Hahnenkamms and des Bauchfettes.

* x±vertrauenswurdige Grenze der Populationsmitte (a=0 .05) ; ( ) : Indexzahl gegen die 
  Wert der Gruppe I in Hohe 100.



 Tabelle 3. Durchschnittliche Indexzahlen von Organen- and Bauchfettgewicht 

gegen das KOrperendegewicht.

k x±vertrauenswurdige Grenze der Populationsmitte (a-,0 . 05) ; ( ) : Indexzahl gegen die 
  Wert der Gruppe I in Hale 100.

2,2組 織の観察結果

2.2.1下 垂体腺葉

正常鶏については,全 般的には両腺体の各細胞では

核 は大 き く,核 小体が明瞭で核質 も明 る く,組 織 は全

体的に活動期 にあることを 示 している.後 部腺体 で

は松尾(1954)が 述 べてい るとお り酸好性細胞 には

orangeacidophils(A)とredacidophils(B)と

が明瞭 に認め られ,塩 基好性細 胞には細胞質の明るい

もの(C)と 暗 いもの(D)が はつ きりと区別 され る

(Pl.1,Bild1).少 数ではあ るが やや小形 の色素嫌

性 細胞(H)も またみ られた.正 常鶏 のなかには塩基

好性細胞で酸性 フクシン好染の酸好性核を有 する小形

の細胞(F)お よび核が黒紫色 に濃染 した小形 の細胞

(E)の 少数存在するものも認め られ る.Eお よびF

は不活性の細胞 とも考え られ るが,全 体的には活動期

にある正常な組織像を示 している.前 部腺体 では,松

尾(1954)の い う両好性細胞(V細 胞)が 特徴的 に存

在する.V細 胞 には核質,細 胞質 ともに明る く,細 胞

も大 き くて円形 または楕 円形 を呈 した,い わゆる活動

期 のものが多 いが,時 に酸性バ イオ レッ トに濃染 した

不活性 と思われ るv細 胞 も存在 してい る(Pl.1,Biid

2).後 部腺体 にみ られ るよ うな酸好性細胞 はみ られ

ず,ほ とんどが塩基好性細胞で ある.こ れにも明細胞

(C)と 暗細胞(D)の2種 類が後部腺体 と同 じよ う

にみ られる,核 の濃染 した不活性 と思 える細胞 も多少

存在するが,大 部分の塩基好性細胞 は核が大 き く,核

質が明る く,大 きな核小体 を1～2個 有 してお り,こ

れ もまた活動期の 組織像 で あると認 め られ る,な お

Sinusoidと は 反対側(細 胞索の中央側)に 細胞外 コ

ロイ ド(K)が 観察 され たもの もあつた(Pl.1,Bild

2).

去勢鶏 については,後 部腺体では酸好性細胞が著 し

く減少する,し か し細胞 その ものは正常な細胞像 を示

してい る(PI.1,Bild3).塩 基好性細胞 の多 くは肥

大 し,い わ ゆる去勢細胞が 出現 している.こ の細胞 に

も種 々の段階の ものがみ られ るが,こ れ らは肥大のた

めに細胞境界がやや不鮮明であ るけれ ども,核 は大 き

く,核 質 は明 るくて酸性 フクシン好染の大 きな核小体

を有する,い わゆる活動期の細胞が多い(PI.1,Bild

3).ま た 去勢細胞 には しば しば空胞を有する ものが

み られた.前 部腺体で は塩基好性細胞はやは り肥大 し

た去勢細胞 となつて典型的な去勢像 を示 している.こ

こでも肥大 のため細胞境界がやや不鮮明である.細 胞

質顆粒 はかな り粗大で,さ らに大 き くな ると酸性 フク

シン好染の コロイ ド状滴(N)を 含む細胞 もかなり多

くみ られる(Pl.1,Bill4).ま たこの肥大細胞 にも

明細胞(L)と 暗細胞(M)の2種 類が区別 され た.

V細 胞 には各段階 のものが存在す るが 正常鶏の場合

に比べ るとやや増加 してい ると認 められ るものが多い

(Pl.1,Bild4).Sinusoidと 反対側に細胞外 コロイ

ド(K)の み られ ることは正常鶏 と同 じであつた.た

だ個体 によつては色素嫌性細胞が後部腺体 にも前部腺

体にも集団的に集 つていた.

甲状腺除去の場合 には,後 部腺体においては大体に

正常鶏のそれとほとんど変化 はない.去 勢鶏では酸好

性細胞が減少 したが,甲 状腺除去の場合 にはそうい う



ことはみ られない.た だわずかに後部腺体の塩基好性

細胞に休止期の細胞がやや多 くみ られ た(Pl.1,Bild

5).前 部腺体では塩 基好性細胞のなかで肥大を起 こし

てい るものが観察 され,こ れがいわゆる甲状腺除去細

胞(P)で あ る(P1.1,Bild6).Mikami(1958)

によると甲状腺除去細胞は大きな液胞(Q)を もつ も

のと,微 細 な細胞質顆粒(R)を もつ ものとの2型 が

あるとしているが,今 回もこの2型 ははつ きりと認め

られた.な お甲状腺除去細胞 は集中す る傾 向があ るよ

うで,一 つの細胞索に多 くの甲状腺除去細胞が集つて

観察 された(Pl.1,Bild6).し たがつて同 じ材料 の前

部腺体で も場所に より肥大 した塩基好性細胞がほとん

どみ られないこともあ る.こ の場合甲状腺除去細胞の

み られ るところでは,狭 義の δ細胞はわずかに退化 し

ているのが認 められた.V細 胞は数がやや多い ように

もみ られ るが,休 止期のものが大部分 のようであ る.

去 甲鶏 については,後 部腺体では塩基好性細胞の大

部分は肥大 を起 こ し,細 胞境界が不鮮 明で,去 勢によ

る変化は明白であ る(Pl.1,Bild.7).去 勢細胞 は比

較的核が大 き く,2～3個 の粗大な核小体(と くに酸

性 フクシンに濃染)を 有 し,細 胞質顆粒 の状態 も去 勢

の場合 とまつた く同 じである.酸 好性細胞 は全般的に

は少な く,細 胞 もやや小形で,酸 好性顆粒 が比較的少

な く,休 止期 のもののよ うであ る,こ れ も去勢鶏 の場

合 と同様である.つ ま り後部腺体では去勢の影響が主

と して出ているもの と考 え られ る.前 部腺体では,肥

大 した塩基好性細胞の中には去勢細胞 と甲状腺除去細

胞があ る(P1.1,Bild8).こ の 両者 の 区別は,一

般に甲状腺除去細胞は細 胞質顆粒 が緻密で,し ば しば

液胞を もつが,去 勢細胞 は細胞質に粗大顆粒 を有 し,

しば しば空胞化す ることで両者の 区別 は 可能 である

(P1.1,Bild8).こ の場合 にも 甲状腺除去細胞は局

部的に一つの細胞索に集中す る傾向がみ られ,去 勢細

胞 とみ られ る塩基好性細胞 は数が非常に少 な く,か つ

甲状腺除去細胞 の集つている索以外の塩基好性細胞に

はやや退化 した とみ られ るものがかなり多い.色 素嫌

性細胞 も増加 してい る.V細 胞はほぼ正常であ る.

2.2,2精 巣

鶏の精巣では哺乳類のように精巣小葉を形成 しない

ので,ど の部分 もほぼ均等 に精細管が分布 し,間 質 の

発達は悪い.ま た精細管壁 は哺乳類に比 して薄いが,

精上皮ははるか に厚 い.

正常鶏の精巣 の精細管は概 して 活動期 の 構造を 示

し,円 形小形で ヘマ トキシ リンに濃染する核を もつ精

子細胞および精子 も多 く,精 子造成の活発 なことを示

している(P1.2,Blld5).甲 除鶏の 精細管において

も組織学 的な差はほとん どみ られない.た だ精子造成

に関 しては正常鶏 よ りもむ しろ活発 な様相を示す もの

が多 く認 められた(P1.2,Bild6).

間細胞については,鶏 では間質の発達が悪 く,雛 の

時代には割 によ く出現す るが,成 鶏 になると識別がか

な り困難にな る.本 実験の正常鶏 の精巣間細胞はP1.

2,Bild7に 示 した。 す なわち核 は円形 またはやや楕

円形で偏在 し,1～2個 の核小体が認められ る,核 質

は比較 的緻密でやや暗 い.細 胞の形 は本来楕円形で あ

るが,場 所 によ り数個集 まつてやや変形 してい る,細

胞質は粗大 な顆粒 状で比較的明 るい.機 能的にはやや

低下 したものも認め られ るが,総 じて活発な機能 を発

揮 している活動期のものが大部分で ある.こ れに対 し

甲除鶏 の間細胞は細胞 も核 も小形 で,細 胞質が少 ない

核の濃染 した 細胞 が 現 われている(Pl.2,Bild8).

他の個体で もこの小形退行形 と考 え られ る間細胞 がみ

られ,正 常鶏の場合 のような機能活 発な活動期のもの

はまつた く認め られ なかつた.

2.2.3甲 状腺

鶏 の甲状腺は哺 乳類 のもの と異な り,小 形の小胞が

多 く,大 小の小胞 が入 りま じつている.正常 鶏 では小

胞の上皮細胞の高 さはきわめて低 く扁平で,核 も扁平

長方形で濃 く染 り,小 胞内にはすべて コロイ ドが充満

し,空 胞の出現はまつた くみ られない(Pl.zBildi,

3).し たがつて 腺細胞機能 と しては 不活発な状態 に

あ るものと認め られる.去 勢鶏 において も観察結果は

まつた く同様 である(P1.2,Bild2,4).ま た 忌細

血管の拡張 なともとくに認め ることはで きなかつた.

したがつて去勢による甲状腺の機能 的な変化について

は,組 織像か らは覗 うことがで きない.た だ 去勢 の

場合に小 さな 小胞が 多少増加 しているように も思わ

れ る,

2.2,4副 腎

哺乳類 とは異な り鶏 の副腎では皮質 と髄質は層 的に

わかれず,そ れぞれに相当す る間腎細胞群 と上腎細胞

群は索 を作 り互いに入 り組んでいる.

組織 標本 における間腎組織(以 下皮質 と称 する)と

上腎組織(以 下髄質 と称す る)と の面積割合を各区 平

均値 で示す とTabelle4の とお りであつた.

本表によれば 測定面積 および 全面積に対 する比率

(%)と も,皮 質 ではI区 とIV区,皿 区 とIV区 の間,

髄質ではB区 とIV区,皿 区 とIV区 の問,ま た血管では

I区 とII区,I区 とIII区,II区 とIII区お よびII区 とIV

区の間にそれぞれ 有意差が 認 め られ た(α=0.05).



Tabelle 4. Durchschnittliche Rinden-, Mark-  and BlutgefaBflache an den 
Schnitten von Nebennieren.

'" x±vertrauenswurdige Grenze der Populationsmitte (a=O .05).

す なわ ち皮質 では,正 常 区 は平 均81.39cm2,全 面 積

の40.14%を 占 めて い るの に対 し,去 勢 区 で は82・64

cm2,面 積比 で は40。76%で,有 意 差 は 認 め られ な い

け れ ど も指 数 で102と わ ず か に増 大 の 傾 向が 認 め られ

る.C(1除 区 で は平 均 面積79.21ctn2,面 積比 で39.07%

,指 数97で正常 に比 し減 少 の傾 向を み せ て い る,

去 甲区 で は面 積91.97cm2,面 積 比45。43%,指 数 は

113で,正 常 区 に比 し有 意 差 を もつ て 約13%増 大 し

て い る.髄 質 に お いて は 各 区 と も皮 質 よ り大 き な面 積

を 占y)て い るが,正 常 区 は 面 積108・31cm2,f(iliii

比53,42%で あ る,こ れ に 対 し去 勢 区 で は それ ぞ れ

114.81cm2,56.63％,指 数106で や や増 大 の傾 向 が

み られ,甲 除 区で は112.74cm2,55.71%,指 数104

で や は り増 加 の傾 向が 認 め られ る.去 甲区 で は102・22

cm2,50.51%,指 数94で や や減 少の 傾 向 を示 す.血

管 で は正 常 区 は面 積13.04cm2,画 積 比6.43gOを 示

して い るが,去 勢 区 は 面 積5.29cm2,面 積 比 で2.61

%と 著 しい 有意 差 を 示 し,指 数 も41で あ る.甲 除 区

で は それ ぞ れ10.57cm2,5.21%,指 数81で,有 意

差 は認 め られ な いが,正 常 区 よ りか な り減少 の傾 向 が

み られ る.去 甲区 は面 積8.21cm2,面 積比4.06%,

指 数63で,正 常区 に比 し約37%減 の 有 意差 が 認 め ら

れ た.

皮 質 細 胞 に つ いて は 松 尾(1951)は 正 常鶏 でA,B

2型 に大 別 し,さ らにB型 を1～W型 に分 けて い る.

本 実 験 の正 常鶏 で も この5種 類 はす べ て 観 察 され た

(P1.2,Bild9,10,11).A型 は全 体 的 に 色 素 に対

す る親 和性 が弱 く,核 も細胞 質 も明 るい.細 胞 体 は 円

形,楕 円 形 ま たは 多 角形 で やや 大 型 で あ る.細 胞質 は

酸 好 性 の 微細 な顆粒 が きわ めて 粗 大 で,網 目を 作 つ て

な らび,核 は 円形 で 明 る くク ロ マチ ン顆粒 を 含 ん で い

る.B型 は一般にA型 よ り小 さい ものが多 く,核 はほ

ぼ中 央に位置 し,細 胞質 には酸好性顆粒 が充満 してい

る.こ の うちB-I,B-II型 は形態 的に機能旺盛 な段

階であ り,B-III,B-IV型 はその低下 した移行型 を示

す ものとされてい る.正 常鶏では これらは大体 同 じ部

位に存在 してい る.

去勢鶏 において もこの5種 類 は 同様 に観察 され る

(PI.2,Bild12,13),A型 は正常 よりやや減少 して

い るよ うである.B-1,B-II型 は 数的 にやや増加

し,し か も肥大 しているとみ られるものが多い,た だ

し脂質 と思われ る細胞 内空胞は正常 より少 し増加 して

い るよ うで,こ れは 個体の 腹 脂肪量 の 多いものに多

い.こ の空胞の比 較的多い ものでは,A型 細胞 はあ ま

り変 らないが,B型 は小形化 し形 も不規則で,核 の濃

染 したものが増加 してい る(P1.2,Bild14).

甲除鶏 の場合A型 細胞 には とくに大形化 したもの も

時にみ られ るが,全 般的には正常 のもの と差 はない.

しか しB型 細胞にはか なり差がみ られ る.B-I,B-

II型 に属す る活動形の ものは減少 して,大 部分は小形

不規 則な多角形で,細 胞質 も多少顆粒 が 不鮮明 にな

り,核 も小 さく濃染 して,B-III,B-IV型 と思われ る

ものが増えてい る(P1.Z,Bild15;Pl.3,Biid1).

このことはB型 細胞の多少 の機能的低下を示す もので

あろ う.去 甲鶏 で はA型 細胞 にはあま り変化はない

が,B型 細胞は甲除 と同様な 変化 をみせてい る(Pl,

3,Bild2).

2.2.5肝 臓

正常鶏の肝臓では肝小葉 内の肝細胞は明確 な細胞索

を作 り,洞 様毛細 血管 もよ く発達 して健全 な組織像を

示 して いる(Pl.3,Bild3).肝 細胞は核 は円形で明

るく,核 小体 も明瞭であ る.細 胞質には粗密 の各種顆



粒が充満 し,細 胞 によつては脂質小滴を認 めることが

できる(Pl.3,Bild7).

去勢鶏では肝細胞の細胞索 はやや明確さに欠け,全

体に肥大傾向が あり,洞 様毛細血管が狭 められている

(P1・3,Bild4).肝 細胞 は一般 的に肥大 して細胞質

顆粒は粗大化 して いる(PI.3,Biid8).

甲除鶏では脂質滴の出現が増加 して細胞質の透 明化

が 去勢鶏よ り一層進み,細 胞は肥大 して洞様毛細血 管

はきわめて圧迫 され,肝 細胞索 は明瞭ではない(P1.

3,Bild5).肝 細胞は核 もやや濃染 し,細 胞は一般 的

に肥大 して細胞質顆粒 は一層粗大 とな り,か つ減少 し

空胞化 したものが 多 くなつてい る(Pl.3,Bild9).

このような細胞 は正常鶏肝臓ではほ とんど観察 されな

いので,甲 状腺を除去することによ り肝細胞は上のよ

うな異常な変化を示す ものと思われ る.た だ し甲除鶏

の中に1個 体だ け脂肪 含量の少ない もの(3.44%)が

あり,そ の肝細胞は逆に小形化 し,核 も細胞質 も収縮

して濃染 し,細 胞索は比較的明確であつた.し か し,

正常鶏 と比較すれば,こ れ も肝細胞 の機能低 下を示す

もの と認められた(Pl.3,Bildlの.

去甲鶏で は脂肪肝 を起 こしていないものは肝細胞索

全体がやはり肥大 して洞様毛細血管 は狭め られ,ほ と

ん どすべての細胞に大小 の脂質滴 が 認め られ る(Pl.

3,Bild6).細 胞質顆粒 の状態 は去勢鶏の場合 に似て

い るが,大 きな空胞 の出現 したものでは核 も細胞質 も

一側に押 しや られ,い わゆ る三 日月形 を 呈 して いる

(P1.3,Bildll).脂 肪肝を起 こした個体では全面 に

大きな空胞が無数に出現 し,細 胞 は極度に肥 大 して洞

様毛細 血管 も圧迫 され,細 胞索 の区別はつかない.肝

細胞 自身も極度に圧迫 されている.か か る肝臓では実

質 はきわめて脆 弱で あつた.

Sudan-blackに よる脂質染色 の結果は,正 常鶏 で

は黒色顆粒 状に染まる脂質 は もちろん存在するけれ ど

も,そ れほ ど多 くはない(Pl.3,Bild12).去 勢・鶏

ではか なり増加 して 黒 さが 増 して い る(P1.3,Bild

l3).甲 除鶏 ではなお一層増加 し,顆粒 状 のものは減

つて 脂肪滴 となつて 細胞内 に 出現 している(Pl.3,

Bild14).去 甲鶏 では この状態 はさらに進 んでい る

(Pl.3,Bild15).し たが つて 肝臓 脂質 は正常,去

勢,甲 除,去 甲区 の 順 に 増大 してい る.こ の 状態

は肝臓 の 脂肪含量 の 測定結果 か らも 明 ら かで ある

(Tabelle5).こ の場合I区 とII区III区 とIII区の間

には危険率5%で 有意差が認め られ た.

肝臓 内のグ リコーゲ ンの 存在状態 をみ るためPAS

染色を行 なつた結果 は次 のとお りで ある.

PAS染 色を行 な うとグ リコーゲンは顆粒 状 として

現われる.グ リコーゲンが順粒状 になるのは組織固定

法によ り多少影響 され るが,量 的 には 変動がないと

されてい る.正 常鶏 で はこの顆粒 はきわめて少 ない

(P亘.4,Bild1).な おこの顆粒 は唾液消化 後同様に

染色すると消失 している(P1.4,Bild2)の で,グ リ

コーゲンで あることが確かめ られた.去 勢鶏ではこの

グ リコーゲン顆粒 ははるかに増加 し,顆粒 状よ りもか

な り大きな塊 となつて細胞内 に 貯え られて いる(PL

4,Bild3).甲 除鶏 では ・層塊状 をな して増加 してい

る(Pl.4,Bild4)が,去 甲鶏 も同様であつた.

2,2.6脾 臓

鶏 の脾臓は赤褐 色の小 さな楕 円形 の器官で一般 の哺

乳類 のそれ とは形が進つてい るけれ ども,構 造 には相

異はない.正 常鶏 の脾臓では,そ の実質をなす軟組織

は白髄 と赤髄 とにはつきりと区別 され る.赤 髄 には リ

ンパ球 のほか各種 の血球がみ られ,と くに赤血球が き

わめて多量に含まれてい る.Pl.4,Bild5で 黒色 に

見え る斑点 はすべて赤血球であつて,所 々に拡張 し,

赤血球 が 充満 した 洞様毛細血管の脾洞 が 出現 してい

る.去 勢鶏では赤髄 の分布,赤 血球 の分布および拡大

した脾洞 の存在などは正常鶏 とは大差がない(P1.4,

Bild6).甲 除鶏 では赤髄部分が減少 して 白髄 部分が

増加 し,赤 血球の分布 は正常鶏 に比べ ると著 しく減少

している(Pl.4,Bild7).と くに拡張 した脾洞 はほ

とんどみられない.去 甲鶏では赤髄,自 髄の分布 は去

勢 と甲除の中間程度を 示 し(Pl.4,Bild8),拡 大 し

た脾洞 もい くぶんは認め られた.

3.考 察

鶏を用いて去勢 または甲除を行 ない,下 垂体腺葉な

 Tabelle 5. Durchschnittlicher Fettgehalt der Leber.

* x±vertrauenswurdige Grenze der Populationsmitte (a --=0.05).



ど個 々の器官への影響を組織学 的に論 じた報告 は前述

のよ うに多いけれども,同 一材料を用いて同時 に多 く

の器官へ の影響 を総括 的に論 じたものは見 当 らない,

ここで は去勢または甲除の各器官への組織学 的な影響

を一括 して考えてみ ることとする.下 垂体腺葉,甲 状

腺,精 巣,副 腎,肝 臓,脾 臓重量 の変動については既

に報告(岡 本,1972a,b,c)し たが,今 回の実験で

も重量変動 はTabelle2に 示 したごとく前回 とほぼ

同 じ結果であ る.た だ今回は鶏冠重量を も付 け加えた

が,こ れ は雄性 ホルモンの影響 を確かめ る材料 の一つ

としたものである,

3.1去 勢鶏

3.1.1下 垂体腺葉

雄鶏を去勢すると下垂体腺葉 は全体的に明 らかに肥

大する.前 報(岡 本,1972a)の 実験で は重量肥大 は

正常 の60～80%増 で あつたが,こ の実験 で も重量で

90%,体 重比指 数で は2倍 以上の肥大が認め られた.

その組織像は,後 部腺体では酸好性細胞その ものは正

常な細胞像を示 すけれ ども,数 的には正常鶏 にお ける

よ りも著 しく減少 している(P1.1,Bild3).Levin

ら(1952)は 体貯蔵脂肪動員を促す ものとしてACTH

とGHを 挙 げてい るが,後 部腺体酸好性細胞はGH

を分泌す るものとされてい るか ら,去勢 の体脂肪蓄積

にはこの酸好性細胞 の減少がある程度関係 してい るも

のと思われ る.し か し塩基好性細胞は大部分が肥大 し

た去勢細胞 となつてい る.こ れ らの去勢細胞 は細胞境

界がやや不鮮明ではあるが,核 は大 き く,核 質 は明 る

く,酸 性 フクシン好染 の大きな核小体を有 し,い わゆ

る活動期 と認められ るものである.前 部腺体において

も典 型的な去勢細 泡 が 出現 している.こ れ らの 去勢

細胞が活発な活動相を示す ことは生殖腺刺激 ホルモ ン

(FSH,LH)の 分泌を盛ん に行なつてい るものと考え

られ る.見 上(1969)は 雄鶏 の去勢の場合 前部腺体に

去勢細胞のほかに一部少数の萎縮 した塩基好性細胞を

認め,前 部腺体 には生理的反応を異にす る2型 の塩基

好性細胞があ るとして おり,こ れはTSH分 泌細胞を

指 してい るものと思われ るが,本 実験の観察では去勢

によ り前部腺体 に少数の萎縮 した塩基好性細胞 も確か

に認 められたけれ ども(Pl.1,Bild4),こ のような萎

縮細胞は正常鶏 の前 部腺体にも同様に出現 してい るか

ら,去 勢によ るものとは推定 できない.し たがつて去

勢 によりTSH分 泌 に影響があ るか どうかは不明であ

る.ま た見 「(1969)は 電 顕的観察か ら両腺体 の塩基

好性細胞で去勢によ り肥大す る細胞 をGT-A細 胞 と

GT-B細 胞の2型 に分 け,ど ちらがどの機能を もつと

は断定で きないと しなが らも,FSH,LHの 生殖腺刺

激 ホル モンを産 出す る細胞であるとしている.本 実験

でも去勢細胞に細胞質の明 るいもの と,暗 いものの2

種が認め られたが,こ れ らが見上のい う2型 に当 るも

のか どうかは不明であ る.こ れ らの明,暗 の差は細胞

の機能的な相に よるのか も知れない.Matsuo(1969)

もwhitecrownedsparrowで これ ら2型 の細胞を

lightbasophilとdeepbasophilと に区別 し,そ れ

らが 機能的な 差によ るものであ ることを 示唆 してい

る.し か しいずれに して もFSHあ るいはLHが 前

後部の両腺体か ら活発に分泌 されているものと考 え ら

れる.前 部腺体 のV細 胞は数的にやや増加 してい るも

のが多 くみ られた.見 上(1969)は 前部腺体にのみ存

在す る,酸 性色素に も塩基性色素に も好染す る両好性

細胞を副腎摘 出により肥大す る細胞 と確認 し,電 顕的

な観察か らACTH分 泌細胞 と同定 してい る.本 実験

の場 合前部腺体 にのみ存在 し,し か も両好性の細胞 は

V細 胞 しかない,V細 胞が見上のい うACTH分 泌細

胞 に当 るか否かは早急には定 められないが,そ の性質

か らいつて この可能性 は高 いもの と考 えて よいであろ

う.し たがつて去勢の場合 にACTH分 泌の多少 の増

加傾向はあ るものと思 われる.ま た去勢 と甲除を重ね

た場合 に前 部腺体に去勢細胞 と甲状腺除去細胞の同時

の出現は本実験で も確認 できたが,こ の場合前部,後

部両腺体に出現す る 去勢細胞 にやや 萎縮像 がみ られ

た.こ の ことはMikami(1958)の 報告 と一致す る.

3.1,2甲 状腺

雄鶏を去勢す ると甲状腺重量は本実験で は約12%,

その体重比指数 は約23%大 き くなつた.こ の変化 は

前報(岡 本,1972b)の 結果 とほぼ同 じで あつた.し

か し組織学的な観察結果 は去勢鶏の甲状腺 において も

小胞の上皮細胞 の高 さはきわめて低 く扁平で,核 も扁

平長方形で濃染 し,小 胞 内にはコロイ ドが充満 してい

て空胞はみ られず,機 能 的には まつた く不活相を呈 し

ていて,正 常鶏 のもの と組織学的な差異 はほとんど見

出せなかつた.し たがつて重量増加 はあるいは比較 的

小形の小胞 が多 くなつたためか ともみ られ るが,前 報

で重量増大か ら多少で も腺機能の増大を推定 した こと

はまつた く確か められなかつた.た だ し腺細胞 自身は

不活相を呈す るが,甲 状腺 か ら血中へのサイロキシン

放 出が増加 して いるか否かは別問題 であつて,こ の点

は別途の実験 を必要 とす るであろう.

3.1.3副 腎

前報(岡 本,1972b)で は副腎重量は去勢 によりあ

ま り変わ らないか,わ ずかに 増加の 傾向が 認め られ



た.今 回の実験では重量はやや減 り気味であつた.む

ろん有意差 は認め られ ない.皮 質,髄 質の面積割合の

険討結果は,去 勢によ り皮質部分は面積で も,全 面積

に対す る割合においても,有 意差は認め られないが,

わずかに増加の傾向はあつた.こ の測定は1個 体 につ

き無作為の3カ 所だけについてであるが,拡 大率 は40

倍の低倍率で あり,視 野 による分布 の誤差はそれほど

大 きな ものとは考 え られないので,一 応信頼 できる数

値 と思われる.こ の場合髄質 部は増加の傾向を示 し,

血管部は著 しく減少 してい るが,髄 質細胞には別 に差

異 も認め られず,こ れ らがいかなる意味を もつか は不

明である.組 織の観察結果か らは,去 勢によ りA型 細

胞はやや減少 したが,B-IB-II細 胞には数 の増加

と肥大がみられた,こ れ らは機能 的に活性な細胞像の

ものである.哺 乳類 では去勢 によ り副腎重量は 増加

し,こ れは主 として皮質球状層,東 状層の肥 大による

もの とされて いる(Greep,1950;木 村,1960a,b;

進藤,1960).苅 田(1962)は ラッ ト,ハ ムスターを

用いた副腎皮質における脂質の機能組織学的研究 にお

いて,ACTH1匹 当り0.1mg皮 下注射で,球 状層

は著 しく狭 められ,束 状層は拡大され,こ の束状層の

細胞では円形の空胞形成が著明で核 の肥大 も明確で あ

り,明 らかに高機能状態 にあることを認めている,ま

た苅 田は別 の実験か らACTHに より束状層 の細胞に

現われ る輪状脂質 滴が消費 されて糖代謝 ホルモンが生

産 され ることを確かめ,東 状層以下 の内層では塩類調

節 ホルモン関係物質 の生産 と同時に,そ の糖代 謝ホル

モンへの転換 も行なわれてい ることを示唆 している.

鶏の場合 副腎皮質 のどの細胞が,哺 乳類皮質 の束 状

層,球 状層 の細胞に該 当す るかは明 らか にされていな

い.本 実験で去勢 により肥大活性化 したB型 細胞が,

苅田のいうハムスターの束状層細胞 に当 るかど うかは

まつた く不 明で ある.し か しこの活性化 された細胞か

ら何 らかのホルモン物質の産生が増加 してい ると考え

ることは可能で ある.そ の場合性ホルモンの場合 も考

え られ るけれ ども,本 実験では鶏冠重量が正常鶏96.6

9に 対 して去勢鶏は5.99で あつて,と くに雄性 ホル

モンの鶏冠へ の鋭敏な反応を考えれば,も し分泌され

てい るとして も鶏冠に影響す る程の量 にも達 しないも

のといえる.性 ホルモン以外の ものが主であ るとすれ

ば,下 垂体腺葉 前部腺体 のV細 胞の行動 か らACTH

分泌の多少 の増加が考 え られ るのであるか ら,苅 田の

結果 より糖代 謝ホルモ ン,す なわちグル ココルチコイ

ドの産生が多少 とも増加 してい るものと考え ることも

可能 と思われる.な お本実験で は去勢の場合体脂肪の

比較 的多い ものでは皮質細胞内の空胞が増加す る傾向

があ り,こ の空胞の多 いものではB型 細胞はやや小形

化 し,形 が不規則で核 の濃染 したものがやや増加 して

いた.し たがつて去勢 により体脂肪蓄積がある程度以

上になるとこのよ うなB型 細胞の不活性の ものが 出現

す るのかも知れない,こ の機構は不 明であ る.し か し

いずれに して も現象的にはB型 で肥大す るものが出る

場合 と,萎 縮 す るものが 現われ る場合 とがあること

は,去 勢鶏の副腎重量が正常鶏に比べて,哺 乳類 のよ

うに明確 な増大を示さない ことに関連 してい るものか

も知れない.

3.1.4肝 臓

前報(岡 本,1972c)の 結果では肝臓重量は正常鶏

に比べほとん ど変わ らないか,あ るいはわずかに大 き

くな る傾向が あつた,本 実験 ではやや大 き くなつて い

る.組 織学的には,去 勢鶏では正常 に比べ肝細 胞は全

体的に肥大 の傾向があ り,細 胞索 は明確 さが欠け,洞

様毛細血 管 が狭 め られて いるもの が 多い.Sudan-

blackで 脂質染色をすると去勢鶏では肝臓脂質 が増加

してお り,肝 臓脂肪 の分析の結果では正常鶏の2.89%

に対 し,4.59%と 有意差を もつて増加 してい る,岡 本

(1940)は 雄鶏の去勢 は肝臓脂肪量 になん らの影響 も

及ぼ さないようであると述べ,岡 本(1972c)は と く

に脂肪量 の増大によ る肝臓重量の増 大はそれほどはな

い もの と推定 したけれども,実 際には去勢によ り肝臓

中 の脂肪量 の増大があることを確 かめた.グ リコーゲ

ン染色の結果,去 勢 鶏ではグ リコーゲン顆粒 は 正常 よ

りは るか に増加 して細胞 内に貯え られていた.肝 臓 中

の グ リコーゲ ンは飼料給 与が続け られて いる正常な生

体 内では,お そらくさ らに多量に存在す るもの と思わ

れ るが,試 験鶏では屠殺 前1日 間の絶食があ り,こ の

ため本試験の正常鶏肝臓 中にはほ とんど認め られな く

なつた ものであろ う,し か し去勢 による差は判然 とし

てい る.前 述 のごとく去勢鶏では下垂体腺葉前部腺体

か らのACTHの 分泌増,副 腎皮質B型 細胞の肥大活

性化か らグル ココルチコイ ド産生の増加が考え られ,

また,Hall(1959)に 従えば肝臓 中へ のグ リコーゲ ン

沈着の増加が当然考 え られ,前 報(岡 本,1972c)で

の推定はほぼ確かめ られた.

3,1.5脾 臓

本実験 では去勢によ り脾臓は 重量 でも体重比指数で

もかな り増加 してい る.組 織学的には赤髄,白 髄 およ

び脾洞 の 状態 は正常鶏 とほとん ど差 はみ られなかつ

た.し たがつて と くに去勢 による変動はあまりないも

のと考え られ る.



以上去勢 によ る各 器官 の組織学的な変動を総括 すれ

ば次のよ うにな る.

下垂 体腺葉 の全域に塩基好性細胞の肥大 した去勢細

胞が多量 に出現 し,こ れは明 らかに活動期の様相を示

す ものでFSHあ るいはLHの 分泌が盛んな ものと

認め られる.後 部腺体 の酸好性細胞は著 しく減少 した

が,こ れか らはGH分 泌の誠少が考え られ,体 脂肪動

員の低下 の方向が考 えられ る.前 部腺体の両 好性細胞

であるV細 胞はやや増加 し活性化 したものが多 くみ ら

れ,こ れによりACTH分 泌の多少 の増大 も考'え得 る

であろ う.副 腎皮質B型 細胞に数の増加 と肥 大活性化

した ものがみ られ るのはこれに相関連す るもの と思わ

れ,こ れか らグル ココルチコイ ド産生の多少 の増加が

考え られよう.肝 臓 にはグ リコーゲ ン蓄積増加が認 め

られ,こ れ はグルコ コルチコイ ドの増加に相応 ずるも

のであろ う.ま た同時 に脂肪蓄積 も正常鶏 よりかな り

増大 している.甲 状腺小胞の上皮細胞 には変化が認 め

られず,正 常鶏 と同 じような不活相を呈 してい る.脾

臓に も組織学的な変動 はほとんど認め られなかつた,

3.2甲 除鶏

3.2.1下 垂体腺葉

甲除 の場合 の下垂体 腺葉重量 につ いては 前報(岡

奉,1972a)で は正常鶏に比べ10～20%程 度 の増大

を示 したが,今 回は約5%の 増大をみた,組 織学的に

は,後 部腺体では正常鶏 とそれ程 の変化はない,た だ

わずかに塩裁好性細胞 に休止期のものがやや多いよう

であつた.Mikami(1958)は 甲除鶏では後部腺体の

酸好性細胞が 減少 す ると報告 してい るが,本 実験 で

は,去 勢の場 合ははつ きりと誠少 したけれども,甲 除

では格別の誠少 は認め られず,正 常な ものと大差はな

かつた.前 部腺体では甲状腺除 去細胞が明 らかに認め

られ,こ の細胞 は大形で卵 円形 または多角形を県 し,

細胞質内には明るい大形円形 の核 と,多 数 の液胞や微

細 な分泌顆粒 を含んでお り,細 胞学的 には 活発 な分

泌機能を示 して いることが 認 められ る.し たがつて

TSH分 泌が盛 んに行なわれてい るものと思われ る.

この肥大細胞の出現によ り前部腺体は肥 大 していて,

これが下垂体腺葉 の 重量増 の原因 をなすと考 え られ

る.な お 甲状腺除去細胞 の 観察され るところでは,

Mikami(1958)の いうFSH,LHを 分泌す る細胞,す

なわち狭 義の δ細胞がわずかに退化 してい るのが認 め

られた,こ のことは去 甲鶏の場合に,前 部腺体では去

勢細胞 とみられ る塩基好性細胞は数が少な く,か つ甲

状腺除 去細胞の集つている細胞索以外 の塩基好性細胞

にやや退化 した と思 われるものがかなり多 く,色 素嫌

性細胞 も明 らかに増加 して いることを考え合せ ると,

甲除によつてFSH,LHを 分泌 するとみ られ る塩基

好性細胞がある程度抑圧 され るものかも しれないとの

推定は可能であろ う.V細 胞は数的には正常よ りやや

多いよ うにもみ られ るが,休 止期のものが大部分を 占

めている.こ の ことはV細 胞の分泌機能の低 下 してい

ることを示す ものであ り,見 上(1969)に よ るな らば

ACTH分 泌 が低下 しているとみ ることもできよう.

3.2.2精 巣

甲除鶏の精巣 重量 は前報(岡 本,1972a)で は正常

よ り減少 したが,今 回も重量で約10%,体 重比指数

で約18%減 少 し,同 じ結果を示 した,組 織学的には,

甲除鶏では精細管 においては正常鶏 と同 じく,す べて

に活動期 の相を示 す.と くに 精子造成 に 関 して はむ

しろ正常鶏 より活発な様相を示 す ものが多かつた,し

か し間細胞では細 胞も核 も小形 で,細 胞質 も少 な く,

核の濃染 した ものの出現が多 く,正 常鶏のような機能

活性 の段階 のものはほとん どみ られない.し たがつて

少 くとも間細胞の分泌活動は低下 してい るものと認め

られる.こ れは鶏冠の萎縮 か らも覗え る.ま たこの こ

とは下垂体腺葉前部腺体における甲状腺除去細胞以外

の塩基好性細胞の萎縮退行像 と相応ず るもののようで

ある.こ の結 果は,哺 乳類で甲除 の精巣機有旨へ の影響

を報 じたPetersenら(1941),Spielmanら(1945),

Brodyら(1942),佐 伯 ら(1952)そ の他が,甲 除 は

造精機能にはほ とんど影 響を与えないが,性 欲の減退

または消失を招来す ることを認 めているものと符合 す

る,

3.2.3副 腎

副腎重量 は本実験では,重 量,体 重比指数 ともに約

7%減 少 した。 これは前報(岡 本,1972b)の 結果 と

ほぼ同 じである,組 織学 的には,皮 質面積お よびその

面積比は正常鶏よ りも減少の傾向を示す.組 織像 はA

型細胞に とくに大形 化 したもの も時にあつたが,全 体

的には正常なもの と大差 は認め られなかつた.し か し

B型 細胞 では活動型のものはかな り減少 し,形 が小形

不規則な多角形で,細 胞質顆粒 も不鮮明,核 の濃染 し

た不活相ない し休 止期のものが多 くなつてい る。 この

ことは去 甲鶏の場合 も同様であつた.し たがつて甲除

によ り副腎皮質はやや萎縮 しB型 細胞がかな り退行的

変化を示 してい るといえ よう.こ の点は下垂体腺葉前

部腺体 でのV細 胞の退行 と関連す るようであ る.な お

髄質部 には増加の傾 向があ り,血 管部はわずか に減少

しているが,こ の意味は去勢 の場合 と同様 よ くわか ら

ない.



3,2.4肝 臓

肝臓重量 は前報(岡 本,1972c)で も今回の実験で

も甲除 により共に有意差を もつて増大 した.肝 臓 中の

脂肪含量は甲除鶏は平均5.76%で,正 常鶏の2・89%

に対 し2倍 近い増大を示す.こ のことは脂質染色 によ

つて も明 らかに認め られ た.し たがつて肝臓肥 大の原

因は主 と して脂肪蓄積によることが明 らかである.こ

の点は前報で脂肪などの蓄積によるものであろうとし

た推論を実証す るもので ある.ま たグ リコーゲン蓄積

も去勢鶏以[:で,グ リコーゲ ン顆粒が塊状をな して細

胞内に貯え られていることが判明 した.副 腎グル ココ

ルチ コイ ドとの関係か らいえば,甲 除鶏では前述のご

とく副腎皮質のB型 細胞 には 退行性変化 が あつたか

ら,去 勢の場合 とは逆 にグル ココルチ コイ ドの産生は

減 じているものと考え られ,肝 臓中へのグ リコーゲ ン

蓄積はむ しろ減少す るはずである.し たがつて甲除の

場合 のこの グ リコーゲ ン増加 はグル ココルチコイ ドの

作 用によるものではな く,他 の原因,お そ らくは甲除

による代謝機能の低下によるものと思われる.こ の点

は腹脂肪の蓄積が去勢鶏よ りもかな り少 ないのに,肝

臓 脂肪 の蓄積が去勢鶏よ りもはるかに多い事実か らも

考 え られ,結 局 はグ リコーゲン消費の滅退 によるもの

で あろ う.

3。2.5脾 臓

脾臓はその機能か らいつて も直接ホルモン物質 との

関係 は薄い ものと思われ るが,前 回 も今 回も甲除鶏で

はその重量が激減 した.こ のことについては脾臓 の血

流量調節,血 球濾過機能 より血流量の減少か貧血が起

こつてい るものと推定 した.組 織学的な観察の結果 甲

除鶏では赤髄 の減少,白 髄 の増大があ り,と くに拡張

した脾洞がほとん どみ られず,赤 髄 に含 まれ る赤血球

が正常鶏,去 勢鶏に比べて激滅 してい ることが判明 し

た.こ の ことは去甲鶏の脾臓では組織像が 去勢 と甲除

の中間的な相を呈 してい ることか らも確かめられ る.

したがつて先 の推定はほぼ確かめ られた.た だ し甲除

によりどうして貧血が生 じるかは明 らかで はない,

以上か ら甲除の場合の組織学的な諸 器官の変動に関

しては次のごと くまとめ られ よう.

下垂体腺葉の後部腺体 は正常鶏の ものと大差はない

が,前 部腺体では塩基好性細胞の肥 大 した甲状腺除去

細胞が出現す る。 これは活動期の相を呈 してい るとみ

られ,TSH分 泌が活発 に行 なわれていることを示す

ものであろう.こ の際前部腺体の甲状腺除去細胞以外

の塩基好性細胞,す なわち狭義の δ細胞 に萎 縮退行性

のものがかなり現われるので,FSHま たはLH分 泌

はい く分抑制 されているもの と考え られ る.前 部腺休

のV細 胞 は数的には正常の ものよ りやや多いよ うであ

るが,休 止期の ものが 大部分を占 める.こ のことは

ACTH分 泌に関係す るものであろう.精 巣では間細

胞の萎縮が認め られ,雄 性 ホルモン分泌低下が 考え ら

れ る、 この ことは下 垂体腺葉のFSHあ るいはLH分

泌抑制 に相関連す るよ うである.た だ し造精機能につ

いてはむ しろ正常 より活発な傾向がある.副 腎では皮

質 面積 はやや減少 の傾向をみせ る.A型 細胞 にはあま

り変化はないが,B型 細胞 には不活相を示す細胞がや

や多 くなつていて,下垂 腺葉前部腺体 のV細 胞の変

動 に相応ずるように思 われる.肝 臓は肥大 し,脂 肪蓄

積は去勢鶏よりも一層増加 してい るが,グ リコーゲン

蓄積 もまた明 らか に増加 していた,脂 肪 滴の肝細胞内

蓄積は去勢鶏 よりも多 く,健 全 と思 われる肝細胞はき

わめて少 くなり,機 能 的には相当低下 した状態 と考 え

られ る.脾 臓 は重量が激減 し,赤 髄部が減 じて赤血球

が きわめて少な くな り,拡 張 した脾洞 もほとんど認め

られず,貧 血状態の存在が確かめ られた.

4.要 約

雄鶏の去勢 および甲状腺除去が,内 分泌腺を主 とし

た諸器官に及ぼす影 響を組織学的に検 討す るため,白

色 レグホーン種25羽 を用いて実験 を行 なつた.試 験

区は去勢 区(II区),甲 除区(III区)お よ び 去甲区

(IV区)で あり,別 に対照区(I区)を 設 けた,試 験

結果の大要 は次の とお りであ る.

1,去 勢に よる影響

下垂体腺葉の全域 に去勢細胞が多数 出現 して腺葉全

体が肥 大 し,FSHま たはLH分 泌の活発化を思 わせ

る.後 部腺体の酸好性細胞は著 しく減少す る.前 部腺

体のV細 胞は数を増 し活性化 したものが多 く,ACTH

の多少の分泌増加が考 え られ る,副 腎皮質は面積が や

や増大 する傾向をみせ,皮 質のB型 細胞 は数的にやや

増加 し,肥 大活性 化 したものが認め られ る.こ れは下

垂体腺葉前部腺体のV細 胞の変動に相応ず るよ うで あ

り,ま た皮質の グル ココル チコイ ド産生を増加 して い

るもの と考えられ る.肝 臓 には脂肪蓄積が正常よ り多

く,グ リコーゲ ン蓄積 もまた 明 らかに 増加 している

が,こ れは副腎皮質 のグル ココルチコイ ド産生増加 に

応ず るものと思われる.甲 状腺の小胞 上皮細胞は不活

性の状態 を示 し正常鶏 との差異はなか つた.脾 臓 もま

た正常鶏 と大差はない.

2.甲 除に よる影響

下垂体腺葉では 後 部腺体は 正常 のもの と大差 はな



い.し か し前部腺体 では肥大活性 相を示す甲状腺除 去

細胞が出現 し,TSH分 泌の 活発化が 起 こつているこ

とを示 す.甲 状腺除去細胞以外の塩基好性細胞に萎縮

退行性 のものがかな り認め られる,し たがつてFSH,

LHの 分泌は甲除によ りい くぶん抑 えられてい るもの

と考えることができよう.前 部腺体 のV細 胞はやや増

加す るが休 止期の ものが大部分であ り,こ の ことか ら

ACTH分 泌 の減少 の可能性 も考 えられ る.精 巣では

造 精機能は正常鶏 よりやや活発であるが,間 細胞 には

萎 縮が認め られ,鶏 冠の萎縮 と考 え合せ ると雄性 ホル

モ ン分泌は低下 していると推察される.こ の ことは下

垂体腺葉のFSH,LH分 泌抑制 と相関連 す ると思わ

れる.副 腎では皮質面積がやや誠少 の傾向をみせ,B

型細胞 には不活相を示す ものがやや多 くなつている.

この現象は下垂体腺葉前部腺体 のV細 胞の変化に応 じ

るもののようである。肝臓は肥 大 し,脂 肪蓄積が著 し

く増 してい るが,グ リコーゲ ン蓄積 もまた去勢以上に

多 く,健 全 とみ られ る肝細胞はきわめて少な く,肝 臓

機能の低下が認 められ る.脾 臓 は重量が激減 し,赤 髄

が小 さくな り,赤 血球が きわめて少な く,甲 除鶏の貧

血状態を招来 することが確かめ られた.
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 Zusammenfassung 

Ober die Einflusse der Kastration and Schilddrusenektomie auf die einigen Organen, 
hauptsachlich Inneresekretionsorganen, sind die histologische Untersuchungen gemacht 
worden. Die Versuchstiere waren die Hahne von "White Leghorn." Der Versuch hatte 
vier Gruppen, namlich Kastrationsgruppe (Gruppe II), Schilddrusenektomiegruppe (Gruppe 
III), Kastration-Schilddrusenektomiegruppe (Gruppe IV) and Kontrollegruppe (Gruppe I). 

   Die Kastrationsoperation wurde am 63-66 Tagesalter and Schilddrusenwegnahme am 
123-124 Tagesalter gemacht. Die alle Tiere sind am 189-190 Tagesalter geschlachtet 
worden. 
   Die Ergebnisse sind folgende : 
1. Die Einflusse der Kastration. 

   Am allen Gebiet der Adenohypophyse erscheint die viele, aktive, vergrollerte Kastra-
tionszellen, and dadurch vergrofiert auch die ganze Lappen. Daraus laBt sich folgern 
daB die aktive Sekretion von FSH oder LH sich befindet. Die azidophile Zellen des 
caudalen Lappens vermindern sich erheblich. Die V-Zellen des rostralen Lappen ver-
mehren sich etwas and die aktiv gewordene Zellen werden verhaltnismaBig viel beob-
achtet. Daraus laBt sich folgern daB die Sekretion von ACTH ziemlich nimmt zu. Die 
Nebennierenrinde hat eine Tendenz zur Zunahme der Flache. Die B-Zellen von Rinde 
etwas vermehren sich an Zahl and die aktive, vergroBerte Zellen werden beobachtet. 
Diese Zellen entsprechen vielleicht den Veranderungen der V-Zellen des rostralen Lap-

pens von Adenohypophyse. Es wird daraus geschlossen daB die Produktion des Gluco-
corticoids in Nebennierenrinde auch etwas sich vermehrt. In der Leber nimmt die Fett-
akkumulation mehr als die der Kontrolletiere zu and die Glykogenakkumulation auch 
sich vermehrt. Das zeigt es vielleicht, diese Zunahme der Glykogenmengen den Ver-
mehrungen des Glucocorticoids in Nebennierenrinde zu entsprechen. Die Follikelzellen 
der Schilddruse sind funktionell unaktiv ahnlich wie die der Normaltiere. MHz hat auch 
morphologisch keine Veranderungen im Vergleich mit dem der Kontrolletiere. 
2. Die Einflusse der Schilddrusenektomie. 

   Am caudalen Lappen der Adenohypophyse ist es kaum ein Unterschied zwischen dem 
Schilddrusenektomie- and Normaltier. Aber am rostralen Lappen erscheinen die ver-

groBerte, aktive Schilddrusenektomiezellen. Das zeigt vielleicht daB die aktive Produktion 
von TSH kommt vor darin. An den basophilen Zellen auBer der Schilddrusenektomie-
zellen werden die geschrumpfte, unaktive Zellen ziemlich viel beobachtet. Daraus laBt 
sich folgern daB bei Schilddrusenektomie die Sekretion von FSH oder LH am rostralen 
Lappen etwas unterdri ckt wird. Die V-Zellen am rostralen Lappen vermehren sich etwas 
an Zahl, aber sind im groBen Teil die Ruhezellen. Dadurch wird die Moglichkeit ge-
schlossen, die Sekretion von ACTH zu fallen. Am Hoden ist vielleicht die Funktion 
des Spermienbaues ziemlich tatiger als die des Normaltiers. Aber die Zwischenzellen 
schrumpfen and der Hahnenkamm auch schrumpfen. Daher Mt sich folgern daB die 
Sekretion von Androgen fallt. Vielleicht entspricht das dem Unterdriicken der Sekretion 
von FSH oder LH in Adenohypophyse. In Nebenniere hat die Rindenflache eine Tendenz 
zur Verminderung, and an der B-Zellen werden die unaktive etwas viel beobachtet. Das 
entspricht den Veranderungen der V-Zellen im rostralen Lappen der Adenohypophyse. 
Die Leber vergroBert and darin nimmt die Fettakkumulation bemerkenswert zu and die 
Glykogenakkumulation auch zu. Die gesunde Leberzellen sind ganz wenig and es ist 
vielleicht moglich, daraus den Funktionsfall der Leber im allgemeinen zu schlieBen. Die 
Milz laBt im Gewicht bedeutend nach. Die rote Pulpa wird kleiner and die rote Blut-
korperchen vermindern sich auffallend. Das zeigt vielleicht die Existenz der Anamie 
bei Schilddrusenektomietiere.



 Erlauterungen fur die Bilder von Platte 1. 

Bild 1-8, Adenohypophyse, Sublimat-Formolfixierung, Severinghaussche 

           Tetra-Chromfarbung (Modifikationsmethode von Matsu‚Ì. 

Bild 1. Normaltier, caudaler Lappen. An Zellen werden die verschiedene Zellarten beobachtet. 

A : orange azidophile Zelle, B: rote azidophile Zelle, C: helle basophile Zelle, D: dunkele 

basophile Zelle, E: Degenerationsform der basophilen Zellen, F : Degenerationsform der baso-

philen Zellen mit durch Saure-Fuchsin gut farbbaren Kern, H : chromophobe Zelle. 600. 

Bild 2. Normaltier, rostraler Lappen. V-Zelle, die durch azidophile and basophile Farbe beide 

gut farbbar ist, gibt es am diesen Lappen eigentUmlich. Kolloidsubstanz auBer der Zellen (K) 

wird an der Gegenseit von Sinusoid beobachtet. 

Bild 3. Kastrationstier, caudaler Lappen. Azidophile Zellen vermindern sich an Zahl betracht-

lich. Sehr viele Kastrationszellen (L) werden beobachtet. ;<600. 

Bild 4. Kastrationstier, rostraler Lappen. Basophile Zellen zeigen hier auch die typische Bilder 

der Kastrationszelle. im Zytoplasma dieser Zellen kann man einige .Kolloidtrcipfen (N), die 

durch Saure-Fuchsin gut farbbar sind, beobachten. Es gibt auch die helle (L) and die dun kele 

(M) an Kastrationszellen. ><600. 

Bild 5. Schilddrusenektomietier, caudaler Lappen. Azidophile Zellen sind ahnlich wie die des 

Normaltiers. Degenerationsform der basophilen Zellen werden etwas viel beobachtet. >(600. 

Bild 6. Schilddrusenektomietier, rostraler Lappen. Schilddrusenektomiezelle (P) sind sehr viel. 

An dieser Zellen wird die Zellen mit groBe Hyalinvakuole (Q) and mit feinkornigen Zyto-

plasmagranula (R) beobachtet. Schilddrusenektorniezellen haben eine Tendenz zur Zusammen-

drangung in das einen Zellstrang. X600. 

Bild 7. Kastration-Schilddrusenektomietier, caudaler Lappen. Der groBe Tell der basophilen 

Zellen sind Kastrationszellen. Azidophile Zellen sind allgemein sehr wenig and ziemlich untatig. 

X 600. 

Bild 8. Kastration-Schilddrusenektomietier, rostraler Lappen. An vergroBerte.n basophilen 

Zellen kann man die Kastrationszellen and die Schilddrusenektomiezellen verschieden. X600.
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                  Erlauterungen  fiir die Bilder von Platte 2. 

                 Bild 1-15, Formolfixierung, Hamatoxylin-Eosinfarbung. 

Bild 1. Normaltier, Schilddruse. X60. 

Bild 2. Kastrationstier, Schilddruse. Es wird vermutet da$ kleiner Follikel ziemlich mehr als 

die des Kontrolletiers. X 60. 

Bild 3. Normaltier, Schilddruse. X600. 

Bild 4. Kastrationstier, Schilddruse. Drusenzellen des Follikels werden unaktiv, ahnlich wie 

die des Kontrolletiers ausgesehen. X600. 

Bild 5. Normaltier, Hoden. X150. 

Bild 6. Schilddrusenektomietier, Hoden. Die Funktion des Spermienbaues wird etwas starker 

als das des Kontrolletiers beobachtet. X150. 

Bild 7. Normaltier, Zwischenzellen des Hodens. Diese Zellen (Pfeilzeichen) werden sehr tatig 

beobachtet. X600. 

Bild 8. Schilddrusenektomietier, Zwischenzellen des Hodens. Diese zellen (Pfeilzeichen) 

werden untatig beobachtet. X600. 

Bild 9. Normaltier, Rindenzellen der Nebenniere. x600. 

Bild 10. Normaltier, Rindenzellen der Nebenniere. X600. 

Bild 11. Normaltier, Rindenzellen der Nebenniere. X600. A-Zelle ist die gro$e mit gro$en, 

hellen Kern, mit wenigen, groben, netzformigen Zytoplasmagranula and nimmt kaum die 

Farbe. B-Zelle ist im allgemeinen kleiner als A-Zelle and die Kern steht in der Mitte der 

Zellen. Zytoplasma ist mit azidophilen Granula angefullt. Es wird vermutet da$ B-I-, B-II-

Zelle aktiv and B-III-, B-IV-Zelle unaktiv sind. X600. 

Bild 12. Kastrationstier, Rindenzellen der Nebenniere. X600. 

Bild 13. Kastrationstier, Rindenzellen der Nebenniere. x600. B-I-, B-II-Zellen sind etwas 

mehr als die bei Kontrolletier. 

Bild 14. Kastrationstier, Rindenzelle der Nebenniere. Das Bild zeigt die Rindenzellen des 

Individuums mit sehr vielen Bauchfette. Kleine, unregelmaBigformige B-Zellen mit dunkel-

farbigem Kern sind ziemlich mehr. X600. 

Bild 15. Schilddrusenektomietier, Rindenzellen der Nebenniere. X600.
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 Erlauterungen fiir die Bilder von Platte 3. 

Bild 1-11, Formolfixierung, Hamatoxylin-Eosinfarbung, 

Bild 12-15, Sudanschwarzfarbung fiir Leberfett. 

Bild 1. Schilddrusenektomietier, Rindenzellen der Nebenniere. Unaktive B-Zellen sind etwas 

mehr. X600. 

Bild 2. Kastration-Schilddrusenektomietier, Rindenzellen der Nebenniere. X600 

Bild 3. Normaltier, Leber. X150. 

Bild 4. Kastrationstier, Leber. X150. 

Bild 5. Schilddrusenektomietier, Leber. X 150. 

Bild 6. Kastration-Schilddrusenektomietier, Leber. X150. 

Bild 7. Normaltier, Leberzellen. Der Zellstrang ist deutlich. Sinusoid entwickelt sich gut. 

Leberzellen haben das runde, helle Kern mit deutlichen Kernkorperchen. Zytoplasma ist mit 

fein- oder dichtkornigen, verschiedenen Granula angefiillt. X600. 

Bild 8. Kastrationstier, Leberzellen. Der Zellstrang ist ziemlich nicht deutlich. Leberzellen 

vergroBern. Zytoplasmagranula ist etwas dicht. X600. 

Bild 9. Schilddrusenektomietier, Leberzellen. Viele Leberzellen vakuolieren. Die gesunde 

Zellen werden kaum beobachtet. X600. 

Bild 10. Schilddrusenektomietier, Leberzellen. Das Bild zeigt die Leberzellen des Individuums, 

dessen Leberfettmenge wenig ist. Leberzellen sind aber deutlich untatig. X600. 

Bild 11. Kastration-Schilddrusenektomietier, Leberzellen. Die untatige Leberzellen vermehren 

sich etwas. X600. 

Bild 12. Normaltier, Fettsubstanz der Leberzellen. X400 

Bild 13. Kastrationstier, Fettsubstanz der Leberzellen. Fettsubstanz ist deutlich mehr als die 

des Normaltiers. X400. 

Bild 14. Schilddrusenektomietier, Fettsubstanz der Leberzellen. X400. 

Bild 15. Kastration-Schilddrusenektomietier, Fettsubstanz der Leberzellen. X400.
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 Erlauterungen fin- die Bilder von Platte 4. 

Bild 1-4, PAS-Farbung fiir Glykogen. 

Bild 5-8, Formolfixierung, Hamatoxylin-Eosinfarbung. 

Bild 1. Normaltier, Glykogen der Leberzellen. Glykogengranula (Pfeilzeichen) wird kaum 

beobachtet. X600. 

Bild 2. Normaltier, Glykogengranula nach der Verdauung durch Speichel von oberen Schnitt. 

Die schwarze Punkte von Glykogengranula verschwinden. X600. 

Bild 3. Kastrationstier, Glykogen der Leberzellen. Glykogengranula vermehren sich and als 

Gruppe werden in der Zellen aufgespeichert. X600, 

Bild 4. Schilddrusenektomietier, Glykogen der Leberzellen. Gruppe des Glykogengranulas 

werden groBer and noch mehr. X600. 

Bild 5. Normaltier, Milz. Rote Pulpen sind groBer als wei$e Pulpen. An roten Pulpen werden 

viele rote Blutkorperchen and erweiterter Milzsinus beobachtet. X60. 

Bild 6. Kastrationstier, Milz. Rote Blutkorperchen vermehren sich noch mehr and Milzsinus 

vergroBert noch als der des Normaltiers. X60. 

Bild 7. Schilddrusenektomietier, Milz. Rote Pulpen vermindern sich and rote Blutkorperchen 

sind deutlich wenig. Milzsinus wird kaum beobachtet. X60. 

Bild 8. Kastration-Schilddrusenektomietier, Milz. Der Zustand der roten Pulpen, der weilen 

Pulpen and des Milzsinus steht zwischen Kastrations- and Schilddrusenektomietier. X60.
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